
東京農工大学・（連合）農学研究科（研究院）・講師

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１２６０５

若手研究

2021～2018

日中における高齢者サービスの現状と課題―医療と連携した在宅養老・介護を中心に―

Current situation and issues of elderly services in Japan and China: Focusing on
 home-based elderly care and long-term care linked to medical care

１０６２６７１６研究者番号：

聶　海松（Nie, Haisong）

研究期間：

１８Ｋ１２９２３

年 月 日現在  ４   ６ １４

円     3,200,000

研究成果の概要（和文）：中国では、未曾有の規模で急速な高齢化が進んでいるが、国の高齢者政策はようやく
始動したところであり、空巣高齢者（子供が巣立った後，高齢者だけが残された状態）の増加など、高齢者の養
老や介護に関する問題が深刻となっている。日本においても、少子高齢化への対応は喫緊の課題であり、互いの
影響が絶大である両国でのリアルタイムな実証調査は社会科学的に重要な意味を持つ。本研究では、日中におけ
る医療と養老を連携した高齢者介護サービスの需要実態と課題を明らかにした。さらに政策動向の適合性を検証
することにより、日本の経験を参考として中国の国情に適合する高齢者支援のための社会サービス体系の在り方
の提言した。

研究成果の概要（英文）：In China, the population is rapidly aging on an unprecedented scale. 
However, the national policy for the elderly has just started, and problems related to the care of 
the elderly, such as the increase in the number of empty-nest elderly (elderly left alone after 
their children leave the nest), are becoming severe. In Japan, too, dealing with the declining 
birthrate and aging population is an urgent issue, and real-time empirical research in both 
countries, which have a tremendous influence on each other, is of great importance from a social 
scientific perspective. This study clarified the actual demand for and issues related to elderly 
care services in Japan and China, which are linked to medical care and Senior Living. Furthermore, 
by examining the compatibility of policy trends, the study proposed a social service system for 
supporting the elderly that fits China's national circumstances, using Japan's experience as a 
reference.

研究分野： 人口社会学
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  １版
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研究成果の学術的意義や社会的意義
中国では、高齢者介護サービス体系がまだ構築中であり、日本の経験がどこまで中国に参考できるかを念頭に置
きながら、日中における量的・質的社会学的調査を実施した点に学術的な特色・独創性がある。また実証調査・
研究は、リアルタイムな情報として、社会科学的に重要な意味を持つ。同時に、日本の高齢化の先行的経験がア
ジア論として中国にどこまで参考となるかという点について検証した点に価値がある。さらに、本研究の研究成
果は日本の高齢産業が中国市場に投資するにあたっての有力な基礎情報となる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
中国では、2000 年に高齢化社会に突入して以来、日本と約 30 年のタイムラグを置きながら

同じスピードで、史上最大規模の急激な高齢化が進展している。高齢化の加速に伴い、「後期高
齢者」・「失能高齢者（自立して生活する能力を失った高齢者）」・「慢性病高齢者」・「空巣高齢者
（子供が仕事や独立等でいなくなり，高齢者だけが残された状態）」・「無子女高齢者」および「失
独高齢者（「一人っ子政策」の下で，ただ一人の子供に先立たれた高齢者）」の人口規模が増えつ
つあり，こうした高齢者人口構造の内部変動が一層高齢化による厳しさを増している。また，中
国では経済発展上において「未富先老（豊かになる前に老いる）」、制度上において「未備先老（老
後の準備が整う前に老いる）」といった現象が日ごとに顕著になっており，高齢者は貧困・疾病・
老化・高齢者サービス・介護・メンタルケアなどさまざまな面で，困難や問題に直面している。 
こうした中、中国では「養老元年」とも称される 2013 年以降、国家戦略と位置づけられた「医

養結合（医療と養老の連携）」政策や長期介護医療保険制度が、試点（モデル地域）において試
行されている。政府は「在宅養老 90％」、「社区（コミュニティ）養老 7％」、「施設養老 3％」で
構成される社会養老サービス体系の構築を主軸に，「90－7－3 方式」という目標を実現しようと
しているが、実際には地方政府の施策の重点は、より導入しやすい施設入居介護や補助金制度に
偏重し、人材不足から箱物施設等で利用率が極端に低いといった実態がみられる。また、一人っ
子同士の夫婦が老父母４人と子供を養う「四・二・一」、さらに長寿化のため祖父母も加えた「八・
四・二・一」という逆ピラミット型の扶養パターンに直面し、伝統的な家庭扶養の機能が弱まる
中、家庭だけに依らない高齢者介護の社会化の必要性が新たな課題として顕在化している。 
こうした背景から、訪問介護や通所介護など様々な在宅介護形態を擁する高齢者サービス産

業の振興が急務となっている。しかしながら、未だ国レベルにおいても高齢者政策は模索段階に
あると言わざるを得ず、国内外の企業は有望な市場と認識しつつも実質的な投資を控える状態
に留まり、学界においても特に高齢者の介護と医療を連携したサービスの需要実態に関する調
査研究は不十分である。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、日中における医療と養老を連携した高齢者介護サービスの需要実態を、実証

的な調査研究を通じて明らかにし、政策の有効性を検証、将来への提言を行うことである。さら
に、高齢者介護サービス体系の構築のため今日の激動する中国研究への学術的寄与を行いたい。
また、中国高齢化社会を事業機会としてとらえる場合、日本の企業を含む中国国内外へ建設性の
ある提言をしたい。 
 
３．研究の方法 
本研究では、人口社会学の視点からのサンプリングによるインタビュー調査を通じて需要現

場の実態を分析した。中国および英国での調査結果の解析は、翻訳時のバイアスを排除する目的
で、テキストマイニングなどは一次情報である中国語および英語で行った後、日本語に翻訳した。
フィールド調査の時期および対象等は次のとおりである。なお、量的調査結果については SPSS
などを使って、地域別、学歴別、経済水準等による集計分析を行った。 
 

年度 調査地 調査対象 調査内容 

H30 

 

都市部（北京・上海）

と農村部（河北省・

寧夏自治区） 

長期介護保険の対

象者 

長期介護保険のサービスの利用状

況と需要実態等 

介護労働者 介護労働者からみた職場の取り組

み状況及び仕事に対する満足度等 

東京都日野市 長期介護保険の利

用者 

長期介護保険制度の 

利用状況と需要実態等 

介護労働者 介護労働者からみた職場の取り組

み状況及び仕事に対する満足度等 

H31 

 

 

中国北京・杭州、常

州 

介護予防なども考

慮し、50 歳以上人

口を対象者 

生活支援サービス・介護予防 

医療と介護の連携したサービスの

利用実態 

医療従事者と介護 在宅医療連携の組み状況及び仕事



関係者 に対する満足度等 

東京都日野市 介護サービス提供

者、ボランティア 

施設実態調査 

地域包括支援セン

ターケアマネージ

ャー 

ケアマネジメント支援業務に関す

る調査 

65 歳以上の単独

世帯や夫婦のみの

世帯を対象 

医療と介護の連携したサービスの

利用状況と需要実態 

神奈川県横浜市 65 歳以上の単独

世帯や夫婦のみの

世帯を対象 

医療と介護の連携したサービスの

利用状況と需要実態 

介護労働者 介護労働者からみた職場の取り組

み状況及び仕事に対する満足度等 

米 国 ワ シ ン ト ン

DC、ほか 

クリニック病院、

企業 

高齢者の健康予防の取り組みに関

する調査 

R2~R3 ・オンラインにて国内外の専門家と学術交流を行い情報収集し、これまでの

日中における研究調査データの分析および総括 

・中国人民大学と中国高齢者社会追跡調査データ China Longitudinal Social 

Survey (CLASS)の二次利用に関する利用契約の締結、分析 
 
 
４．研究成果 
（１）長期介護保険制度の利用状況と需要実態 
中国において、都市部（北京・上海）と農村部（河北省・寧夏自治区）における高齢化社会へ

の対策に関するフィールド調査を実施し、長期介護保険サービスの利用状況と需要実態等に関
する調査、介護労働者からみた職場の取り組み状況及び仕事に対する満足度等に関するインタ
ビュー調査を実施した。成果発表として、学会の招待講演 1回、さらに日中の比較について、10
月に学会発表 2回（うち国際 1回）を行った。欧州英文雑誌の執筆も依頼され提出した。 
日本においては、東京都及び環境未来都市・横浜で超高齢化社会への対策に関するフィールド

調査を実施し、長期介護保険の利用者を対象に長期介護保険制度の利用状況と需要実態等に関
するインタビュー調査、介護労働者を対象に介護労働者からみた職場の取り組み状況及び仕事
に対する満足度等に関するインタビュー調査を実施した。その研究成果として国際学会発表 1回、
国際学術論文 1本がある。 
 
（２）医療と介護の連携したサービスの利用状況と需要実態 
中国北京・杭州、常州では医養結合政策に関連する高齢産業の病院・養老施設・企業などを訪

問し、生活支援サービス・介護予防医療と介護の連携したサービスの利用実態に関する調査、医
療従事者と介護関係者を対象に在宅医療連携の組み状況及び仕事に対する満足度等に関するイ
ンタビュー調査を実施した。 
日本では、神奈川県および東京都を調査地として、65 歳以上の単独世帯や夫婦のみの世帯を

対象に医療と介護の連携したサービスの利用状況と需要実態に関する調査、介護労働者を対象
に介護労働者からみた職場の取り組み状況及び仕事に対する満足度等に関するインタビュー調
査を実施した。また、日中の参考とするため、高齢者の健康予防にどのような取り込みを行われ
ているかについて、米国のクリニック病院と企業を訪問し、その実態調査を行った。 
研究成果として、国際学会会議の招待講演 2回、国内学会招待講演 1回、さらに論文発表につ

いて、中国の登峰戦略系列研究成果として 2本、欧州英文雑誌論文 1本、国際論文集 1本の計 3
本の成果を挙げた。2人の指導学生が本研究課題に関して学会発表を行った。 
 
（３）政策と現場実態の比較検証 
政策動向の適合性を検証することにより、日本の経験を参考として中国の国情に適合する高

齢者支援のための社会サービス体系の在り方を提言した。主な研究成果として、国際学会発表１



回、日本国内学会発表２回、さらに論文発表について、日本国内学会雑誌１本（「中国における
高齢化対策の現状と課題」）、中国雑誌論文 2 本（「日本における地域包括ケアシステムの発展と
改革」、「人口高齢化が日本のサービス産業に与える影響分析」）、国際論文集１本（「COVID-１９
における日本の社会保障システムの対応」）の計４本の成果を挙げ、国内外に発信してきた。２
人の指導学生が本研究課題に関して「中国農村部と都市部における高齢者の生活満足度及び影
響要因に関する比較研究」などについて学会発表を行った。 
 
（４）国際シンポジウムの開催および本研究の位置づけ 
平成 31 年には日中社会学会大会において国際シンポジウムを開催し、両国における国家戦略

と現場実態を報告、議論した。 
中国では、近年，人口の高齢化および高齢者人口の動向に関する研究が盛んに行われているが、

これらの研究は中国社会の高齢化や高齢者人口に関する社会問題を中心とした研究に留まって
おり，国が掲げる「在宅養老 90％」という目標に合致した介護サービスの需要実態や、政策の
有効性に関する調査研究についてはほとんど行われていない。日本においても、今後中長期の課
題として、政治舞台においても少子高齢化が国難として位置付けられる程、深刻さは増しており、
まさに逃げ場よりも生き道を探っている時期にある。介護の環境整備において数歩先を行く日
本と、産官学において養老サービス体系作りがほぼゼロからスタートといっても過言ではない
起動期にある中国の、両国において量的・質的実証調査を実施する本研究は、リアルタイムな情
報として、日中両社会にとって社会科学的に重要な意味を持ったといえる。 
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